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1 はじめに
交渉は，日常生活やビジネスなど様々な場面で

必要となる重要な活動である．しかし，交渉その
ものや背景の複雑さから，互いの利益を最大化で
きるような合理的な合意を得ることは難しい．そ
こで，交渉者が合理的な合意を得るために，人間
同士の交渉の支援についての研究が取り組まれて
いる [2]が，交渉成否検知および予測に関する研究
はまだ少ない．
本論文では，交渉ダイアログから交渉の成否を

検知する交渉成否検知や交渉の初期段階でその成
否を予測する交渉成否予測に取り組む．アノテー
ションされている交渉ダイアログデータは規模が
小さいことから，既存研究 [2]にファインチューニ
ングモデルを導入することに効果があると考えら
れる．そこで，交渉成否検知及び予測のタスクに
おいて，学習時間を短縮し，その性能を向上させ
るために，ファインチューニングを用いたモデル
を提案する．

2 交渉成否検知および予測タスク
交渉ダイアログ D は，n ∈ N ターンの発話

{s1, s2, . . . , sn}からなる．ただし，発話 sは一人
の交渉者によるもので，1つ以上の文章を含む．D

が与えられたときに，Dの要素数をw，交渉進行
率を rとしたときに，Dの冒頭 [wr]要素からなる
ダイアログD′を考える．D′が与えられたときに，
その交渉が成功しているか失敗しているかを判定
する．成功している場合には 0を，失敗している
場合には 1をラベル付けする．r = 1.0のときを交
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渉成否検知と呼び，0.0 < r < 1.0のときを交渉成
否予測と呼ぶ．

3 提案手法
サイズの大きなデータセットで事前学習を行なっ

たモデルに対してファインチューニングを行うこ
とで性能と学習効率の向上を目指す．学習モデル
には，以下の３つを用いる．

• テキストベースの BERT[1] (BERT)．
BERTモデルでは，uncased(大文字と小文字
を区別しない)の BERTLARGEを使用した．

• 対話行為ベース [2] を考慮した GRU[3] に
Self-Attention 機構 [4] を無効にしたモデル
(GRU)．

• 対話行為ベース [2] を考慮した GRU[3] に
Self-Attention 機構 [4] を有効にしたモデル
(GRUAtt)．

事前学習: 交渉成否検知のためにアノテーショ
ンされたデータは，CraigslistBargain (CB)，
DealOrNoDeal (DN)があり，これらのコーパ
スのうち，最もダイアログ数及び語彙数が大きい
のは CBである．そこで，CBによりモデルの事
前学習にDNをテストに使用する．交渉進行率が
100%，25%の場合について，五分割の交差検証を
行い，最もROC-AUCが高かったモデルを事前学
習済みモデルとした．
ファインチューニング: 事前学習に CBを用い
たため，DNでファインチューニングを行う．交
渉成否検知と予測の両方のタスクを対象とするた
め，交渉進行率が 1.0の場合 (100%)，交渉進行率
が 0.25の場合 (25%)の二つの場合を対象とする．
本手法では，訓練データに対して，テストデータ
と同じ交渉進行率のデータを用いる．これは学習
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表 1: 交渉成否検知・交渉成否予測の実験結果
交渉進行率 r 1.0 0.25
モデル ROC-AUC epoch ROC-AUC epoch
GRU TD 0.835 9.2 0.736 8.0

FT 0.835 6.4 0.728 7.2
GRUAtt TD 0.722 8.8 0.666 6.4

FT 0.732 7.2 0.732 8.0
BERT TD 0.850 8.4 0.645 8.4

FT 0.855 6.6 0.688 5.8

時とテスト時のタスク内容が異なると，性能の低
下が発生するためである．

4 評価実験
実験設定: 五分割の交差検証を行い，各手法の
検知及び予測の性能とエポック数を比較する．性
能は，ROC-AUCから判断する．エポック数につ
いては，上限を 10とし，検証データによる評価で
F1スコアが三回更新されなかった時点でのエポッ
ク数の平均値とする．ファインチューニングを行
なったモデル (FT)と比較するために，対象デー
タセットのみを学習したモデル (TD)についても
五分割の交差検証を行い，検出および予測性能と
エポック数を計測した．
実験結果と考察: 表 1は，交渉成否検知・交渉
成否予測（交渉進行率 0.25および 1.0）における
各モデルのROC-AUCと平均 epoch数を示してい
る．交渉成否検知（交渉進行率が 1.0の場合）に
ついて，GRU, GRUAtt，BERTのいずれにおいて
も，ファインチューニングを導入した FTと導入
していないTDでROC-AUCに大きな差は出てい
ない．その一方で，エポック数が，TDと比較し
て FTでは減少したことが確認できる．これらの
実験結果から，交渉成否検知においては，学習時
間の短縮の面ではファインチューニングの効果が
ある一方で，検出性能の面ではファインチューニ
ングの効果はないといえる．検出性能の面で効果
がなかった理由としては，DNが，十分な規模の
データ件数を持っていたために，対象データセッ
トのみの学習で可能な限りの性能が出せるように
なっていることが考えられる．
表 1から，交渉進行率が 0.25の場合について，

GRUAtt と BERT の二つでは TD と比べ FT の
ROC-AUCは上昇しており，GRUと BERTの二

つではエポック数は減少していることが確認でき
る．これらの実験結果から，交渉進行率が 0.25の
交渉成否予測においては，予測性能と学習時間の
短縮の両方の面でファインチューニングの効果が
あるといえる．予測性能と学習時間の短縮の両方
の面で効果が見られた理由としては，交渉成否予
測が交渉成否検知と比べて難易度の高いタスクで
あり，DNのみでは十分に学習できなかったこと
が考えられる．
また，交渉進行率が 0.25の場合，テキストベース

のBERTモデルに比べて，対話行為ベースのGRU

モデルの方が高い性能を示した．これは，GRUモ
デルは対話行為フローの冒頭が一致すれば，対話
行為フローを参照することで，より正確に最終的
な交渉成否が予測できるためと考えられる．

5 まとめ
本論文では，交渉ダイアログからその成否を検

知するタスクにおいて，サイズの大きなデータセッ
トを用いて事前学習を行ったモデルに対して別の
データセットでファインチューニングを行うこと
で，対象データセットのみの学習に比べて学習時間
を短縮することができることを示した．また，交
渉の成否を予測するモデルに対しては，予測性能
の向上に効果があることを明らかにした．
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